
『
義
臣
解
難
』
小
論

ー
赤
穂
浪
士
討
入
り
事
件
を
め
ぐ
る
論
争
史
の
た
め
に
ー

國
領
不
二
男



　
赤
穂
浪
士
に
よ
る
討
入
り
事
件
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
幕
藩
体
制
そ
の
も
の
、
ま

た
は
そ
の
体
制
の
中
で
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
武
士
の
倫
理
の
問
題
に
深
く
関

わ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
既
に
『
赤
穂
四
十
六
士
論
－
幕
藩
体

制
の
精
神
構
造
ー
』
（
田
原
嗣
郎
氏
）
な
ど
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
『
義
臣
解
難
』
は
、
そ
う
い
う
目
本
人
の
精
神
史
の
一
面

を
考
察
す
る
上
に
、
重
要
な
問
題
を
提
起
す
る
論
争
史
の
一
勧
と
な
る
は
ず
の
も

の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
従
来
、
全
く
論
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
江
戸
時
代
の
書

籍
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
『
赤
穂
義
人
纂
書
』
に
も
収
め
ら
れ
て

い
な
い
。
出
版
は
天
明
四
年
だ
か
ら
、
必
ず
し
も
論
争
が
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
時
期
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
く
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

恐
ら
く
、
著
者
が
越
前
大
野
と
い
う
山
間
の
寒
郷
の
一
儒
医
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
は
、
内
容
上
、
取
る
に
足
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
越
前
大
野
藩
の
近
世
幕
末
史
に
於
け
る
存
在
意
義
－
例
え
ば
、
蘭
学

や
西
洋
式
軍
隊
の
早
期
導
入
や
、
藩
直
営
の
大
野
屋
を
通
し
て
の
商
業
活
動
な
ど

ー
を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
藩
内
で
は
文
化
的
な
指
導
者
の
一
人
と
目
さ
れ
、

人
々
に
篤
い
尊
敬
の
念
を
以
て
遇
さ
れ
て
い
た
松
村
九
山
の
こ
の
『
義
臣
解
難
』

も
、
赤
穂
浪
士
を
め
ぐ
る
論
争
史
の
一
頁
に
加
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
こ
で
、
そ
の
翻
刻
と
解
説
批
評
を
以
下
の
順
序
に
従
っ
て
試
み
る
こ
と
に

し
た
。一、

走
ｼ
に
つ
い
て

二
、
著
者
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て

　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

⊥ノ、
　、
五四　、　　　　、　　　　、
出
版
事
情
に
つ
い
て

内
容
に
つ
い
て
（
論
点
一
～
五
）

ま
と
め

翻
刻
（
付
・
書
き
下
し
文
）

一
、
書
名
に
つ
い
て

　
「
義
臣
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
赤
穂
四
十
六
士
の
こ
と
で
あ
る
。
「
解
難
」
と

は
、
太
宰
春
台
に
よ
る
四
十
六
士
批
判
が
、
い
か
に
い
わ
れ
の
な
い
非
難
ま
た
は

侮
辱
で
あ
る
か
を
解
き
明
か
す
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
赤
穂
四
十
六
士

弁
護
論
で
あ
る
。
四
十
六
士
の
義
士
た
る
ゆ
え
ん
を
切
々
と
訴
え
、
春
台
を
論
難

す
る
姿
勢
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　
予
讃
至
此
不
曾
不
掩
巻
長
歎
也
。
日
悪
是
何
言
也
。
是
何
言
也
。

　
九
山
先
生
（
以
下
、
九
山
と
称
す
）
は
元
来
、
祖
練
学
派
で
あ
り
、
『
義
臣
解

難
』
（
以
下
、
『
義
臣
』
と
略
す
）
の
序
文
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
春
台
を
高

儒
と
崇
め
て
い
る
。
そ
の
春
台
を
厳
し
く
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
、
九
山
に
と
っ
て
、
決
し
て
快
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
反
論
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ほ
ど
、
春
台
論
は
様
々

な
問
題
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
『
義
臣
』
は
、
田
原
嗣
郎
氏
説
く
所

の
第
ニ
ラ
ウ
ン
ド
の
論
争
の
一
資
料
で
あ
る
。

二
、
著
者
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て

『
近
世
漢
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
（
P
8
1
～
8
2
」
彊
　
」
強
）に
よ

る

と

著
者
の

略

歴
は
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次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
名
は
良
猷
、
字
は
孔
凱
（
『
義
臣
』
で
は
公
凱
ー
筆
者
注
）
、
栖
雲
と
称
し
、
九

　
山
と
号
す
。
越
前
勝
山
の
藩
士
な
り
。
父
は
儒
官
た
り
。
九
山
少
壮
に
し
て
罪

　
を
得
、
免
官
せ
ら
れ
大
野
藩
に
走
る
。
幼
に
し
て
頴
敏
、
業
を
父
に
受
く
。
長

　
じ
て
武
技
算
法
を
学
び
、
其
の
妙
に
入
る
。
大
野
藩
に
仕
へ
て
侍
医
兼
侍
講
た

　
り
。
文
政
五
年
五
月
十
三
目
没
す
。
年
入
十
、
私
に
盗
し
て
文
忠
と
云
ふ
（
『
大

　
野
郡
誌
』
）
。

　
著
作
は
◎
『
義
臣
解
難
』
（
版
本
は
国
会
・
東
北
大
狩
野
・
福
井
県
立
大
野
高
校

な
ど
所
蔵
。
写
本
は
宮
城
）
の
他
に
あ
げ
る
と
左
の
よ
う
で
あ
る
。

　
◎
管
仲
孟
子
論
一
巻
（
享
和
三
年
刊
。
文
化
十
年
版
あ
り
。
『
続
々
日
本
儒
林

　
　
叢
書
』
『
日
本
随
筆
集
成
七
』
な
ど
に
復
刻
）
（
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
蔵
）

　
　
唐
宋
詩
論
一
巻
刊

　
　
天
民
綱
語
刊

　
　
九
山
初
稿
刊

　
　
九
山
遺
稿

　
　
詩
語
及
文
説
刊

　
　
詞
壇
骨
鰻
（
『
日
本
芸
林
叢
書
』
、
『
日
本
詩
話
叢
書
八
』
に
復
刻
）

　
◎
藝
園
鉗
募
二
巻
二
冊
文
化
八
年
刊
。
（
『
日
本
詩
話
叢
書
八
』
に
復
刻
）
（
福

　
　
井
県
立
大
野
高
等
学
校
蔵
）

　
　
論
語
古
訓
絵
義
刊
（
天
保
三
年
写
本
が
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
に
所
蔵
）

　
　
有
中
篇
刊

　
　
稿
本
字
義
訓
四
十
五
巻
（
文
化
元
年
著
・
部
門
五
十
に
分
ち
字
義
精
巧
）

二
二

　
　
射
字
締
文
戯
談
訳
文

　
　
讃
経
談
一
冊
（
文
化
六
年
刊
『
経
談
』
ー
太
田
錦
城
著
1
を
評
し
た
も
の
。

　
　
　
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
に
伝
わ
る
。
天
保
写
本
無
窮
織
田
）

　
　
豊
好
辮
刊
（
笹
岡
三
郎
氏
蔵
）

　
　
方
罫
治
笙
刊

　
　
石
川
舜
臣
墓
碑
文
一
冊
（
写
本
・
旧
三
井
鴉
軒
）

　
　
医
窓
開
馨
断
刊

　
　
績
九
経
談
　
　
　
痘
疫
論
二
巻

　
右
の
著
述
一
覧
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
九
山
の
著
作
は
儒
学
、
詩
論
、
詩
文
、

医
学
書
と
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
。
儒
者
に
し
て
医
者
な
の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
で
、

江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
特
別
の
現
象
で
は
な
い
。
現
在
所
在
の
分
か
る
著
作
は
極

め
て
少
な
い
。
た
だ
し
、
◎
印
の
作
品
は
江
戸
時
代
の
著
述
目
録
ー
『
近
世
著
述

　
　
（
注
1
）

目
録
集
成
』
1
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
九
山
は
全
く
無
名
で
あ
っ
た

わ
け
で
な
い
。
し
か
し
、
儒
学
史
上
の
仕
事
よ
り
、
漢
詩
論
史
に
於
け
る
業
績
の

ほ
う
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詩
論
は
、
松
下
忠
著
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論

の
研
究
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
左
の
よ
う
で
あ
る
。

　
当
時
は
山
本
北
山
を
中
心
と
す
る
宋
の
詩
や
詩
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

自
由
清
新
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
恣
意
的
で
放
恣
な
傾
向
に
陥
り
が
ち
な
詩
風
で

あ
っ
た
。
九
山
は
そ
れ
を
厭
い
、
古
典
的
な
格
調
を
重
ん
じ
、
唐
詩
や
狙
挾
派
の

た
め
弁
論
の
筆
を
振
っ
た
。

　
こ
の
詩
人
詩
論
家
と
し
て
の
側
面
も
ま
た
興
味
深
い
。
し
か
し
、
こ
の
小
論
で

は
上
述
の
簡
略
な
紹
介
に
と
ど
め
、
ま
た
の
機
会
に
論
じ
て
み
よ
う
と
思
う
。



　
さ
て
先
述
の
『
大
事
典
』
に
よ
っ
て
も
九
山
の
生
涯
の
概
略
は
ほ
ぼ
見
当
が
つ

く
が
、
さ
ら
に
『
福
井
縣
大
野
郡
誌
』
所
収
の
「
九
山
先
生
之
碑
　
岡
田
幹
輔
撰

…
文
政
十
年
丁
亥
夏
五
月
十
三
目
」
を
読
む
と
、
九
山
の
出
自
、
人
柄
が
よ
り
よ

く
判
明
す
る
。
以
下
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
書
き
加
え
よ
う
。

　
寛
保
癸
亥
七
月
廿
三
日
に
生
ま
れ
、
父
の
膝
下
で
業
を
受
け
る
。
幼
少
に
し
て

能
く
詩
文
を
し
、
神
童
と
称
さ
れ
た
。
勝
山
侯
は
雇
従
に
抜
擢
し
優
遇
し
た
。
成

人
す
る
に
及
び
武
芸
算
法
に
も
長
じ
謡
曲
を
善
く
し
た
。
だ
が
、
明
和
元
年
甲
申

年
二
十
二
歳
の
折
、
事
に
坐
し
て
免
官
さ
れ
脱
藩
す
る
。
大
野
藩
に
走
っ
た
。
ど

ん
な
罪
を
得
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
碑
文
に
は
そ
の
点
を
次
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る
。

　
蓋
杭
慨
忠
憤
。
欲
有
匡
弼
。
乃
得
罪
也
。
然
絶
口
不
敢
自
明
。
故
其
詳
莫
得
○

　
○
之
。

　
そ
の
後
、
勝
山
侯
が
九
山
の
忠
貞
無
実
を
知
り
、
帰
藩
を
命
じ
た
が
、
「
先
生

不
就
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
先
君
大
信
公
亦
聞
其
賢
辟
為
侍
馨
兼
侍
講
教
授

厚
禮
待
之
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
九
山
は
「
教
人
也
諄
々
」
か
つ
「
導
其
所
長
。
不
強
其
短
。
憤
則
啓
之
俳
則
襲

之
。
優
柔
焉
」
で
あ
っ
た
。
相
手
の
気
象
に
応
じ
て
緩
急
自
在
、
柔
軟
な
教
育
を

施
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
九
山
を
、
撰
者
は

　
國
俗
頗
以
向
文
雅
者
皆
先
生
績
也

と
か
　
國
人
慕
其
徳
從
遊
者
相
纏
而
踵
。
四
方
聞
人
通
信
納
交
者
亦
不
少
。

と
大
い
に
顕
彰
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
人
柄
に
就
い
て
は
「
性
謙
恭
」
「
凡
接
人

　
　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

温
厚
和
恭
」
「
不
侮
不
肖
人
過
轍
恕
以
寛
。
假
之
忠
以
告
喩
之
。
」
と
謙
譲
．
温
厚

な
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
撰
者
岡
田
幹
輔
の
業
績
を
簡
記
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
岡
田

氏
は
、
『
大
野
郡
誌
』
（
明
治
刊
）
が
大
野
郡
唯
一
の
本
郡
志
と
称
賛
す
る
『
深
山

木
』
の
著
者
で
あ
る
。
詩
歌
に
も
優
れ
て
お
り
、
『
深
山
木
』
は
全
文
擬
古
文
で

あ
る
と
い
う
。
庶
人
に
人
望
が
あ
り
、
あ
る
事
件
で
藩
に
抗
し
て
立
ち
上
が
っ
た

庶
人
も
岡
田
氏
の
説
得
に
は
耳
を
傾
け
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
九
山
の
学
問
的
業
績
や
思
想
に
関
し
て
は
、
『
義
臣
』
．
、
『
藝
園
銀

募
』
し
か
読
ん
で
い
な
い
の
で
、
そ
の
全
体
像
は
把
握
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
『
義
臣
』
や
そ
の
他
二
一
二
の
断
片
的

な
文
献
か
ら
考
え
ら
れ
る
範
囲
内
の
こ
と
で
あ
る
。

　
九
山
は
先
述
の
よ
う
に
二
十
二
歳
の
折
、
脱
藩
し
、
そ
の
後
、
許
さ
れ
て
も
帰

藩
を
断
っ
て
い
る
。
一
儒
医
と
い
え
ど
も
脱
藩
は
違
法
行
為
で
あ
る
。
場
合
に
よ

る
と
世
禄
、
士
籍
の
剥
奪
、
他
藩
出
仕
の
差
し
止
め
と
い
う
重
大
な
結
果
に
至
る
。

九
山
は
、
自
ら
進
ん
で
そ
う
い
う
境
遇
に
身
を
置
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
真
相
は
、

生
涯
口
外
し
な
か
っ
た
の
で
分
か
ら
な
い
。
余
程
、
我
慢
の
な
ら
な
い
事
情
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
九
山
と
い
う
人
物
の
性
格
を
考
え
る
上
に
無

視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
「
性
謙
恭
」
「
温
厚
」
と
い
う
評
価
は
そ
れ
な
り
に
真

実
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
潔
癖
感
が
強
く
、
自
負
心
と
反
骨
の
精

神
に
盗
れ
た
気
概
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
圭

角
の
と
れ
な
い
若
年
の
頃
に
は
そ
う
い
う
気
質
に
ま
か
せ
て
行
動
に
走
る
激
情
家

の
風
を
備
え
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
と
い
っ
て
も
、
九
山
は
決
し
て
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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体
制
的
な
思
想
や
感
情
の
持
主
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
脱
藩
後
、
お
構
い
な
し

と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
か
、
大
野
藩
に
出
仕
し
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
そ

う
言
え
よ
う
。
ま
た
、
例
え
ば
『
義
臣
』
の
左
の
一
節
か
ら
も
、
九
山
が
、
「
法
」

の
遵
守
を
重
ん
じ
る
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
假
令
刑
過
當
、
其
死
也
死
干
法
則
亦
非
所
怨
也

　
況
法
當
死
而
死
者
何
怨
於
縣
官
乎

　
こ
の
「
法
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
縣
官
“
将
軍
の
「
法
」
で
あ
り
、
九
山
の

思
想
が
、
幕
藩
体
制
と
い
う
現
実
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
『
義
臣
』
の
内
容
を
論
評
す
る
際
に
、

春
台
や
蘭
洲
と
の
比
較
の
上
で
詳
述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
春
台
の
立
場
と
は

著
し
く
相
違
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
春
台
も
、
幕
藩
制
や
「
法
」
を
否
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
元
来
、
狙
棟
学
派
は
幕
藩
体
制
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
将
軍
、
公
儀
の
判
断
に
誤
り
ー
浅
野
長
矩
の
処
刑
を
さ
す
ー
が
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
、
赤
穂
の
臣
が
怨
む
べ
き
な
の
は
吉
良
氏
で
は
な
く
将
軍
で
あ
る

と
断
言
す
る
。
県
官
が
君
に
対
し
礼
な
き
時
は
臣
は
君
の
た
め
に
県
官
に
反
抗
す

る
こ
と
を
正
当
と
す
る
。
そ
れ
が
春
台
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
な
主
従
意
識
に
徹
し
た
」
も
の
で
、
武
士
の
倫
理
と
し
て
は
幕
府
、
将
軍
と
い

え
ど
も
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
同
時
に
危
険
な
思
想
と
考
え
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
九
山
先
生
は
、
こ
の
思
想
と
は
ほ
ど
遠
い
所
に
位
置

し
て
い
る
。
む
し
ろ
五
井
蘭
洲
と
ほ
ぼ
同
質
の
思
想
的
立
揚
と
い
え
る
。

　
先
ほ
ど
、
春
台
の
「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
は
危
険
視
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
旨
を
述

べ
た
が
、
そ
れ
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
宝
暦
二
年
初
印
の
『
春
台
先
生
紫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

芝
園
後
稿
』
巻
八
に
は
そ
の
論
が
見
え
な
が
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
本
『
春
墓
先

生
文
集
後
稿
二
編
五
』
（
江
戸
書
雌
嵩
山
房
、
小
林
新
兵
衛
梓
）
に
は
、
「
讃
赤
穂

義
人
録
」
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

刊
記
に
は
宝
暦
二
年
刊
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
国
会
本
は
、
明
ら
か
に
後
年

の
出
版
で
あ
る
。

　
さ
て
、
九
山
は
、
何
に
よ
っ
て
春
台
の
説
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
初
印

本
か
、
写
本
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
父
祖
以
来
、
狙
錬
学
派
な
ら
ば
、
初
刷
本
を
通

し
て
読
ん
だ
可
能
性
は
充
分
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
写
本
に
よ
る
わ
け
だ

が
、
「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
の
写
本
は
相
当
あ
る
よ
う
で
、
現
に
、
『
近
世
武
家
思

想
』
（
日
本
思
想
大
系
2
7
）
の
担
当
者
石
井
紫
朗
氏
も
、
都
立
中
央
図
書
館
の
天
明

以
降
の
写
本
を
参
照
し
て
い
る
。
（
こ
れ
に
は
筆
者
も
実
際
に
当
た
っ
て
み
た
。
）

春
台
の
説
は
、
そ
れ
だ
け
刺
激
的
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
、
写
本
も
数
多

く
書
か
れ
流
布
し
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。
九
山
も
そ
の
一
つ
に
よ
っ
て
春
台
の

論
の
存
在
を
認
識
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
こ
で
、
筆
者
が
、
昨
秋
（
昭
和
五
十
入
年
）
十
一
月
に
越
前
大
野
市
を
訪
ね

た
時
の
記
録
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
さ
ら
に
九
山
の
伝
記
的
側
面
を
補
充
し
よ
う

と
思
う
。

　
越
前
大
野
は
福
井
か
ら
越
美
北
線
で
約
】
時
間
の
山
間
の
町
で
あ
る
。
福
井
駅

か
ら
平
野
部
を
突
っ
切
り
、
電
車
は
山
へ
山
へ
と
向
か
っ
て
走
る
。
越
前
の
大
守

朝
倉
敏
景
が
織
田
信
長
に
追
わ
れ
、
絶
望
的
な
逃
避
行
を
繰
り
広
げ
た
所
で
あ
る
。

新
し
い
時
の
流
れ
を
洞
察
す
る
力
に
欠
け
て
い
た
朝
倉
氏
の
棟
梁
の
終
焉
の
地
が

越
前
大
野
で
あ
っ
た
。



　
大
野
市
は
四
方
を
高
い
山
に
囲
ま
れ
た
狭
い
盆
地
に
あ
っ
た
。
既
に
白
銀
を
頂

く
山
陵
が
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
恰
度
、
曇
天
で
肌
寒
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て

大
野
の
町
は
一
人
旅
の
身
に
は
何
と
な
く
冷
た
く
映
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
は
本

当
に
人
情
の
豊
か
な
美
し
い
所
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
郷
土
史
家
の
坂
田
玉
子
先

生
、
大
野
市
市
史
編
纂
室
長
俵
勇
先
生
、
福
井
県
医
学
史
編
纂
委
員
で
郷
土
史
家

で
も
あ
る
岩
治
勇
一
先
生
、
以
上
の
三
人
の
大
先
輩
に
よ
る
御
懇
切
な
御
教
示
を

賜
っ
た
。
以
下
に
そ
の
一
端
を
御
紹
介
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
目
的
を
果
た
す
こ
と

に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

　
岩
治
勇
一
氏
の
「
続
大
野
藩
主
　
土
井
利
貞
時
代
の
医
師
　
松
邨
九
山
」
に
よ

る
と
、
次
の
二
著
作
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
文
例
彙
準
（
大
野
藩
医
中
井
玄
仙
の
序
）

　
操
鱗
漫
筆
（
九
山
が
備
忘
の
た
め
経
史
、
子
集
及
襖
書
を
随
意
に
登
録
せ
る
も

　
の
）

　
ま
た
『
讃
経
談
』
『
堂
好
辮
』
『
論
語
古
訓
絵
義
』
に
つ
い
て
所
蔵
等
の
御
教
示

を
得
た
。

　
坂
田
先
生
の
御
教
示
に
よ
り
『
大
野
町
誌
』
を
拝
読
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
れ

は
大
野
町
史
編
纂
会
編
集
主
任
斎
藤
秀
助
氏
が
お
一
人
で
成
し
遂
げ
た
優
れ
た
町

誌
で
あ
る
。
そ
の
第
四
集
P
脚
～
鵬
に
「
松
村
九
山
と
そ
の
詩
友
」
の
項
が
あ
る
。

九
山
な
ら
び
に
詩
友
の
詩
や
略
歴
の
紹
介
と
簡
潔
な
批
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。
主

に
天
明
・
寛
政
期
の
作
品
が
主
体
で
あ
る
。
九
山
が
大
野
藩
に
お
い
て
担
っ
た
文

化
的
な
役
割
を
高
く
評
価
し
、
加
え
て
そ
の
人
と
為
り
を
論
じ
て
い
る
。

　
い
ま
、
詩
一
篇
を
そ
の
証
と
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

　
　
　
城
山
蜀
鳥
　
　
　
　
　
　
九
山
作

　
城
山
万
木
長
　
鴫
響
燗
雲
間

　
古
量
無
人
返
　
今
人
自
解
顔

　
坂
田
先
生
は
そ
れ
こ
そ
突
然
に
乗
り
込
ん
だ
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
筆
者
を

快
く
迎
え
て
下
さ
り
、
そ
の
御
労
作
の
一
つ
で
あ
る
「
越
前
大
野
藩
士
族
明
細
研

究
」
の
原
稿
な
ど
を
お
見
せ
下
さ
っ
た
。
ま
た
、
九
山
や
そ
の
子
良
欽
、
そ
し
て

特
に
、
良
欽
天
逝
後
、
資
の
な
い
た
め
絶
家
と
な
っ
た
松
村
家
を
継
い
だ
松
村
矩

明
－
中
村
寿
仙
五
男
ー
に
つ
い
て
興
味
深
い
事
実
を
お
教
え
下
さ
っ
た
。
も
っ
と

も
本
稿
は
直
接
そ
の
点
に
つ
い
て
言
及
す
る
要
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。
む
し
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

御
教
示
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
た
『
大
野
市
史
』
（
藩
政
史
料
編
一
）
に
よ
る
次
の

記
事
を
紹
介
し
、
松
村
家
の
格
式
と
九
山
の
職
歴
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
銑
魁
廓
罐
墾
殊
騨
　
松
村
栖
雲
良
猷

　
天
明
三
年
卯
十
一
月
廿
一
日
医
師
出
供
小
姓
並
充
行
並
之
通
、
寛
政
入
年
辰
二

　
月
三
日
医
師
格
、
同
（
寛
政
八
年
）
五
月
十
五
日
切
金
三
両
加
増
前
合
十
両
、

　
同
（
文
化
）
十
四
年
丑
十
二
月
五
日
二
人
口
加
増
、
同
（
文
政
）
五
年
五
月
病

　
死

　
九
山
の
菩
提
寺
は
日
蓮
宗
一
乗
山
妙
典
寺
と
い
う
。
本
堂
の
裏
手
の
墓
域
の
一

角
に
「
套
邨
九
山
之
墓
」
を
囲
む
よ
う
に
松
村
一
族
の
大
小
五
基
の
墓
石
が
あ
っ

た
。
既
に
五
十
年
以
上
前
か
ら
訪
ね
る
縁
者
も
な
く
、
九
山
の
墓
も
損
傷
が
激
し

か
っ
た
。
し
か
し
、
氏
の
戒
名
が
「
瑞
雲
院
九
山
日
輝
居
士
」
で
あ
る
こ
と
が
読

み
と
れ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
岡
田
幹
輔
撰
の
碑
文
が
、
寺
門
を
入
っ
て
す
ぐ
右
手
、

通
り
に
面
し
た
低
い
塀
沿
い
に
あ
っ
た
。
そ
れ
も
ひ
ど
く
磨
滅
し
、
そ
の
ま
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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は
き
っ
と
数
年
数
十
年
後
に
は
全
く
判
読
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　
俵
先
生
に
は
江
戸
層
山
堂
版
の
刊
本
『
藝
園
銀
募
』
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
『
日
本
詩
話
叢
書
八
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
刊
本
に
お
目
に

か
か
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
特
に
こ
こ
に
書
誌
は
記
さ
な
い
が
、
ご
く
簡

単
に
述
べ
て
お
く
。
半
紙
本
で
表
紙
は
朱
色
で
あ
っ
た
。
文
化
八
年
刊
。
紙
質
は

あ
ま
り
良
く
な
い
の
で
品
格
の
あ
る
書
物
で
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
文
化
年
間
と
も
な
れ
ば
】
般
的
な
傾
向
で
あ
り
止
む
を
得
ま
い
。
内
容
は
、

山
本
北
山
の
詩
文
詩
論
に
対
す
る
反
駁
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
は
、

九
山
の
人
柄
や
物
の
考
え
方
な
ど
を
如
実
に
示
す
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
実
は
、

『
義
臣
』
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
三
番
目
i
出
版
事
情

に
つ
い
て
ー
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
『
義
臣
』
に
践
文
を
寄
せ
て
く

れ
た
山
本
北
山
と
九
山
と
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
北
山
の
後
輩
で
は
あ
る
が
医
師
と
し
て
同
僚
で
も
あ
る
雨
森
牛
南
が
、
か
つ
て

『
作
文
志
毅
』
『
作
詩
志
毅
』
ー
い
ず
れ
も
北
山
著
で
あ
る
ー
を
携
え
越
前
大
野

に
帰
郷
し
た
。
牛
南
は
二
著
を
九
山
に
見
せ
て
当
時
江
戸
で
一
世
を
風
靡
し
て
い

た
北
山
の
詩
文
、
人
柄
を
吹
聴
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
山
は
、
北
山
の
誤
謬
を
あ

れ
こ
れ
指
摘
し
、
牛
南
の
妄
を
解
く
が
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
牛
南
は
、
誤
れ
る
箇

所
を
筆
記
し
て
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
九
山
は
、
　
一
旦
は
断
り
な
が

ら
も
、
自
負
心
か
ら
か
『
詞
壇
骨
鰻
』
（
『
日
本
詩
話
叢
書
八
』
所
収
）
を
表
し
て
、

牛
南
に
託
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
北
山
子
コ
レ
ヲ
讃
テ
、
其
善
二
服
セ
ラ
レ
シ
由
、

傳
聞
セ
シ
マ
デ
ニ
シ
テ
、
何
ノ
音
信
モ
無
」
（
『
藝
園
鋸
募
』
）
い
。
あ
ま
つ
さ
え
、

『
義
臣
』
の
践
文
を
賜
っ
た
こ
と
を
謝
し
た
折
に
「
『
詞
壇
骨
鰻
』
ノ
事
ヲ
モ
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

及
ホ
シ
ケ
ル
ニ
、
其
返
書
ヲ
ダ
ニ
送
ラ
レ
ズ
シ
テ
止
ヌ
」
（
『
藝
園
鋸
蕃
』
）
と
い

う
始
末
で
あ
っ
た
。

　
九
山
は
こ
の
北
山
の
応
対
に
激
怒
し
た
。
執
念
深
い
と
評
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど

深
い
恨
み
を
抱
い
た
。
『
詞
壇
骨
履
』
（
未
刊
）
は
天
明
三
年
癸
卯
（
一
七
八
三
年
）

秋
九
月
に
著
わ
さ
れ
た
。
『
藝
園
銀
蕃
』
は
「
文
化
七
年
季
秋
操
筆
手
昌
平
橋
南

寓
舎
」
（
同
上
序
文
に
よ
る
）
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
二
十
七
年
間
、
片
時
も
九

山
は
北
山
に
無
視
さ
れ
た
と
い
う
思
い
を
、
恥
辱
、
屈
辱
と
し
て
忘
れ
去
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
無
念
の
思
い
が
、
『
藝
園
鉋
蕃
』
の
序
文
や
題
名
か
ら
さ

え
も
よ
く
う
か
が
え
る
。
題
名
の
意
味
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
山
の

詩
論
は
「
其
説
蔓
延
繁
蕪
、
萎
藝
焉
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
欲
先
鋸
其
堂
三
嘉
穀

者
以
備
樹
藝
之
一
助
」
（
以
上
二
つ
と
も
『
藝
園
銀
蕃
』
よ
り
）
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
と
う
思
い
切
っ
て
北
山
を
切
り
捨
て
る
意
図
を
含
ん
だ
書
名
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
所
為
を
見
る
と
、
松
村
氏
は
確
か
に
義
理
と
か
節
義
は
大
事
に
す
る

で
あ
ろ
う
が
、
一
方
「
性
謙
恭
」
で
「
温
厚
」
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。
一
度

こ
う
と
思
い
込
ん
だ
ら
、
め
っ
た
な
こ
と
で
は
主
義
主
張
を
変
え
な
い
頑
固
】
徹

な
所
が
あ
り
、
気
象
が
激
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
脱
藩
の
件
な
ど
も
そ
の
辺
の
と

こ
ろ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。

　
余
ガ
北
鄙
遠
境
二
在
ヲ
以
テ
、
事
二
緩
急
ナ
キ
ヲ
幸
ト
シ
、
交
義
二
通
タ
ル
所

　
為
ナ
ル
故
二
、
余
モ
亦
交
ヲ
求
ズ
シ
テ
止
ケ
リ
（
『
藝
園
鉋
蕃
』
）

　
こ
の
言
葉
は
九
山
の
当
時
の
心
境
を
余
す
所
な
く
表
現
し
て
い
る
が
、
少
し
考

え
て
み
た
い
。
確
か
に
九
山
が
非
難
す
る
よ
う
に
、
北
山
の
対
応
は
礼
に
適
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
北
山
は
『
義
臣
』
の
践
文
を
快
く
寄
せ
て
い
る
の
だ



か
ら
、
全
く
九
山
を
無
視
し
礼
を
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
、
多
忙
を
極
め

た
で
あ
ろ
う
北
山
に
す
れ
ば
、
牛
南
を
介
し
て
の
間
接
的
な
知
り
合
い
に
過
ぎ
な

い
九
山
の
た
め
に
、
そ
れ
な
り
に
尽
く
し
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
、

誰
し
も
自
説
の
誤
謬
を
云
々
さ
れ
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
わ
け
が
な
い
。
む
ろ
ん
、

誤
り
は
率
直
に
認
め
、
正
す
こ
と
は
人
と
し
て
成
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う

は
い
え
、
当
時
、
詩
論
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
目
さ
れ
華
々
し
く
自
説
を
展
開

し
て
い
た
山
本
北
山
は
、
そ
れ
だ
け
敵
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
寄
せ
ら
れ

た
批
判
に
一
々
耳
を
籍
す
余
裕
も
心
算
も
な
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
そ
う
い
う

事
情
を
九
山
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
九
山
は
ひ
た
す
ら
北
山
を

「
交
義
二
蓮
タ
ル
」
人
物
と
恨
み
続
け
、
不
倶
戴
天
の
敵
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ

る
。
『
日
本
詩
話
叢
書
』
の
編
者
は
「
要
す
る
に
九
山
の
言
ふ
所
根
擦
あ
り
、
取

る
べ
き
所
多
し
、
然
れ
ど
も
九
山
は
、
北
山
の
傲
岸
な
る
を
悪
む
、
故
に
勝
た
ざ

れ
ば
巳
ま
ず
と
す
る
の
気
象
、
筆
墨
の
間
に
見
は
る
、
是
を
以
て
往
々
強
詞
を
以

て
人
を
屋
せ
ん
と
す
る
所
あ
り
、
是
れ
讃
者
を
し
て
悌
焉
た
ら
ざ
ら
し
む
る
所
以

な
り
」
（
『
詞
壇
骨
鰻
』
解
題
ー
『
日
本
詩
話
叢
書
入
』
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
藝

園
銀
蕃
』
も
含
め
、
つ
ま
り
上
述
の
北
山
憎
し
の
心
情
が
二
著
の
全
体
を
覆
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
先
に
引
用
し
た
『
藝
園
銀
募
』
の
一
節
と
、
「
文
化
庚
午
之
春
、
予
慮
召
、
遠
來

在
勤
干
江
戸
ノ
邸
」
（
同
上
）
に
よ
っ
て
、
九
山
に
は
江
戸
在
勤
の
経
験
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
寓
舎
は
昌
平
橋
南
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
藩
邸
内
を
指
す
の
で
は
な

い
か
。
時
代
は
ず
っ
と
後
の
も
の
だ
が
嘉
永
二
己
酉
年
新
刻
、
文
久
三
癸
亥
歳
改

正
の
板
元
尾
張
屋
清
七
版
の
「
駿
河
壷
小
川
町
給
圖
」
（
た
だ
し
復
刻
昭
和
四
十
一

　
　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

年
）
に
よ
る
と
、
昌
平
橋
を
南
へ
と
渡
り
神
田
橋
御
門
方
面
へ
進
む
と
、
左
手
に

青
山
下
野
守
と
並
ん
で
土
井
能
登
守
の
藩
邸
が
見
え
る
。
松
平
左
衛
門
尉
の
真
向

か
い
で
あ
る
。
現
在
の
淡
路
町
に
近
い
。
九
山
が
こ
の
在
府
期
間
中
学
問
の
ど
の

方
面
に
特
に
意
を
凝
ら
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
本
職
の
医
学
、
そ
れ
に
儒
学

の
方
面
で
新
見
を
加
え
る
貴
重
な
経
験
を
積
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
。
昌
平
橋
を
渡
れ

ば
学
問
所
は
直
ぐ
で
あ
る
。
そ
こ
に
出
入
り
し
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
九
山
に
、
江
戸
は
ど
う
映
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
藝
園
鉋
蕃
』
序
文
の
左
の

一
節
が
よ
く
九
山
の
観
察
を
示
し
て
い
る
。

　
夫
聞
見
東
都
之
世
化
、
聴
観
時
豪
之
風
聲
、
大
都
文
物
轟
落
参
差
、
人
人
各
自

　
振
藻
、
家
家
各
自
展
技
、
然
至
崇
道
尚
徳
、
慕
忠
厚
之
　
、
述
先
賢
遺
文
者
、

　
則
千
百
人
中
僅
一
二
而
己
…
中
略
…
其
教
育
子
弟
也
、
貧
多
街
博
、
不
知
遵
古

　
之
教
、
於
是
文
逐
殊
俗
而
不
存
典
雅
、
詩
好
新
奇
而
靡
澤
條
僅
、
乃
唯
小
説
劇

　
話
、
俳
優
綺
語
、
是
尚
是
敷
…
後
略
…

　
右
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
北
山
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
単
に
北

山
に
対
す
る
個
人
的
な
批
判
を
越
え
、
一
地
方
人
か
ら
み
た
大
都
江
戸
の
文
化
に

対
す
る
批
評
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
年
間
、
既
に
江
戸
は
世
界
で
も
有
数
の
都
市

に
発
展
し
、
燗
熟
期
を
迎
え
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
大
都
市
固
有
の
文
化
的
な

「
轟
落
」
つ
ま
り
一
種
の
自
由
な
気
風
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
個

人
に
お
け
る
自
由
も
越
前
大
野
と
は
比
較
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
文
物

轟
落
参
差
…
以
下
略
…
」
と
い
う
九
山
の
批
評
は
江
戸
の
そ
う
い
う
文
化
的
状
況

を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
九
山
の
大
都
市
江
戸
の
文
化
に
対

す
る
見
方
に
は
、
ど
う
し
て
も
北
山
へ
の
怨
恨
が
影
を
さ
し
、
必
ず
し
も
率
直
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
調
査
研
究
報
告
第
一
入
号

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
時
代
は
二
十
七
年
も
前
の
こ
と
だ
が
、
雨
森
牛
南
が
、

山
本
北
山
の
多
大
な
影
響
の
元
に
、
詩
家
と
し
て
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
の

と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
年
齢
的
な
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
や
は
り
九
山
の
ほ
う
が
自
負
心
や
優
越
感
の
強
い
人
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
保
守
的
・
尚
古
的
・
道
徳
的
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
祖
練
学
派
の
一
人
と
し
て
唐
詩
と
格
調
説
を
重
ん

じ
た
文
辞
派
を
以
っ
て
自
負
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
九
山
の
目

に
は
、
文
化
年
間
の
江
戸
の
文
化
的
状
況
ー
と
り
わ
け
北
山
な
ど
宋
詩
の
鼓
吹
者

或
は
性
霊
説
が
隆
盛
で
あ
っ
た
詩
壇
1
は
自
由
清
新
と
い
う
よ
り
軽
桃
浮
薄
と
し

か
見
え
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
当
時
の
詩
（
風
）
を
「
小
説
劇
話
・
俳
優
綺
語
」

と
徹
底
的
に
疑
め
、
苦
り
切
っ
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
九
山
の
様
子
が
時
と
所

を
遠
く
離
れ
な
が
ら
も
、
髪
髭
と
し
て
く
る
。
以
上
、
類
推
の
域
を
出
な
い
面
も

多
々
あ
る
が
、
九
山
の
伝
記
的
側
面
を
、
現
在
知
り
得
た
資
料
を
通
し
て
述
べ
て

み
た
。三

、
出
版
事
情
に
つ
い
て

　
『
義
臣
』
の
序
文
の
著
者
は
大
野
藩
医
雨
森
牛
南
で
あ
る
。
北
山
に
学
び
当
時

詩
家
を
も
っ
て
な
る
。
文
化
十
二
年
十
二
月
没
。
享
年
六
十
歳
。
そ
の
牛
南
の
序

や
『
義
臣
』
（
本
文
一
丁
～
二
丁
）
、
『
藝
園
銀
募
』
に
よ
る
と
、
執
筆
の
動
機
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。
太
宰
春
台
が
義
士
を
不
義
の
士
と
謳
い
た
の
に
驚
き
、
義
憤

を
覚
え
】
、
二
の
同
志
と
討
論
を
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
松
村
氏
と
同
意
見
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
「
著
此
辮
以
述
其
志
」
「
且
欲
以
為
義
士
雪
汚
焉
」
と
い
う
こ
と
に

二
八

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
出
版
は
初
め
松
村
氏
の
門
人
松
田
素
が
京
の
伊
藤
某
に
依
頼
し
た
が
、
伊
藤
氏

が
病
の
為
、
結
局
、
東
都
に
て
出
版
し
た
。
松
田
素
が
雨
森
氏
に
託
し
、
雨
森
氏

が
北
山
に
請
う
て
出
版
元
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
ろ
う
。
費
用
は
松
田
素
が

弁
じ
た
と
い
う
か
ら
、
本
書
は
弟
子
の
篤
い
尊
敬
の
念
と
助
力
に
よ
っ
て
陽
の
目

を
見
た
の
で
あ
る
。

四
、
内
容
に
つ
い
て

　
論
点
一
ー
春
台
の
「
元
禄
十
四
年
辛
巳
春
、
山
城
天
皇
、
使
人
来
聰
」
と
い

う
表
現
の
妥
当
性
を
め
ぐ
る
論
評
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
山
城
天
皇
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、
『
近
世
武
家
思
想
』
は
次
の
よ
う
に
注
記

し
て
い
る
。

　
山
城
国
に
住
む
天
皇
。
春
台
は
徳
川
将
軍
を
国
家
、
県
官
と
表
現
す
る
の
に
対

　
し
、
天
皇
を
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

　
右
の
説
明
で
は
「
山
城
天
皇
」
と
い
う
表
現
の
特
異
性
ま
た
は
妥
当
性
な
ど
に

つ
い
て
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。
『
義
臣
』
で
は
ま
ず
こ
の
表
現
が
論
点
と
し
て
採

り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
表
現
が
穏
当
な
ら
ざ
る
こ
と
を
、
九
山
は
激
し
く
詰
っ
て
い

る
。
反
春
台
の
儒
学
者
の
中
で
も
こ
れ
に
つ
い
て
論
評
し
た
者
は
数
少
な
い
。
筆

者
は
、
他
に
後
に
記
す
霊
松
子
義
端
な
ど
ほ
ん
の
僅
か
な
例
し
か
知
ら
な
い
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
「
四
十
六
士
論
」
の
最
重
要
論
点
は
、
「
義
」

の
解
釈
や
幕
藩
体
制
の
理
解
と
い
う
思
想
的
な
問
題
に
あ
る
。
四
十
六
士
が

「
義
」
か
「
不
義
」
か
と
い
う
論
争
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、



こ
の
春
台
の
造
語
の
問
題
性
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
九
山
が
論
争
の
対
象
と
し
て
採
り
あ
げ
た
の
は
、
「
春
秋
の
法
を
以
て
赤
穂

人
の
嶽
を
追
折
」
（
「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
）
す
る
と
い
う
春
台
の
論
が
、
本
質
的

に
誤
っ
た
思
想
の
も
と
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
得
る
一

つ
の
手
掛
り
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
九
山
の
批
判
を
簡
潔
に
要
約
す
る
と
、
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
】
、
天
下
の
宗
主
で
あ
る
天
皇
に
「
山
城
」
な
ど
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
、
こ

　
　
れ
を
既
め
、
覇
者
に
比
し
て
い
る
。

　
二
、
来
聰
と
い
う
の
は
君
臣
の
辞
で
は
な
い
。
聰
と
は
諸
侯
が
大
夫
を
使
者
と

　
　
し
て
他
国
を
訪
問
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
春
台
の
措
辞
を
論
じ
、
春
秋
の
法
に
適
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
尊
王
的
な
思
想
が
み
ら
れ
、
春
台
の
天
皇
に
対
す
る
態
度
と
著
し
く
相

違
し
て
お
り
興
味
深
い
。
春
台
の
天
皇
観
に
つ
い
て
専
門
の
方
の
見
解
に
耳
を
傾

け
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
、
正
し
い
理
解
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
造
語
を

通
し
て
考
え
る
限
り
、
特
異
な
印
象
を
受
け
る
。
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
、
現
実
の
政
治
担
当
能
力
や
権
力
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
建
前

と
し
て
は
天
皇
の
神
威
的
な
立
場
は
尊
崇
の
的
で
あ
っ
た
し
、
将
軍
を
含
め
、
日

本
国
民
は
み
な
天
皇
の
臣
で
あ
る
と
い
っ
た
尊
王
精
神
は
ご
く
当
り
前
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
だ
か
ら
九
山
の
「
天
皇
非
共
主
乎
、
王
者
四
海
為
家
、
普
天
之
下
莫
非

王
土
」
と
い
う
表
現
も
認
識
も
決
し
て
奇
異
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
で
あ
っ
た

ろ
う
。
武
家
政
治
は
お
ろ
か
、
「
己
の
為
に
す
る
を
知
り
て
、
天
下
の
為
に
す
る
を

　
　
（
注
4
）

知
ら
ざ
る
」
状
態
で
は
天
皇
政
治
を
も
不
可
と
す
る
山
県
大
弐
の
思
想
は
、
当
時

　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
ま
だ
ご
く
特
殊
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
春
台
は
現
実
の

天
皇
が
政
治
の
源
泉
た
る
権
威
を
失
墜
し
、
経
済
的
に
も
著
し
く
規
制
さ
れ
た
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
表
現
し
た
。
「
山
城
天
皇
」
と
い
う
造
語
は
そ
う
い

う
意
味
で
、
極
め
て
リ
ア
ル
な
表
現
で
あ
り
、
尊
王
精
神
の
持
主
に
と
っ
て
は
相

当
耳
障
り
な
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
う
。
小
島
康
敬
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
春
台

は
名
と
実
体
の
一
致
に
つ
い
て
大
変
喧
し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う

思
想
の
端
的
な
顕
れ
と
し
て
、
「
山
城
天
皇
」
と
い
う
造
語
を
解
釈
す
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。

　
一
方
、
九
山
の
尊
王
精
神
は
、
例
え
ば
、
楠
本
碩
水
が
コ
生
涯
大
名
の
禄
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

食
ま
な
い
、
何
故
な
ら
ば
大
名
は
朝
廷
の
土
地
を
私
有
し
た
斬
取
強
盗
で
あ
る
」

と
す
る
よ
う
な
徹
底
し
た
と
言
う
か
、
極
端
な
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
ま
た
当
然
九
山
を
し
て
現
実
の
政
治
の
場
へ
と
衝
き
動
か
す
、
そ
う
い
う

原
動
力
と
な
る
ほ
ど
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
当
時
の
常
識
的
、

一
般
的
な
、
素
朴
な
尊
王
精
神
で
あ
っ
た
と
思
う
。
次
に
先
に
述
べ
た
霊
松
子
義

端
と
そ
の
書
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

　
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
『
近
世
人
名
録
集
成
』
所
収
の
左
の
二
目
録
に
次
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
1
霊
松
寺
　
住
吉
在
家

　
　
釈
義
端
字
勇
進
　
『
浪
華
郷
友
録
』
の
「
付
録
」
（
安
永
四
年
版
）

　
2
義
端
字
ハ
勇
進
　
摂
州
住
吉
霊
松
寺
二
住
ス

　
　
親
鶯
ノ
教
徒
　
『
本
朝
古
今
新
増
書
畜
便
覧
』
（
文
化
十
五
年
、
文
久
二
年
増

　
　
補
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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霊
松
寺
に
住
居
す
る
僧
侶
で
あ
り
、
書
豊
の
方
面
で
も
、
京
都
な
ど
関
西
で
は

著
名
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
上
の
調
査
は
、
現
在
、
そ
の
要
も
な
い

の
で
行
な
わ
な
か
っ
た
。
（
昭
和
五
十
九
年
春
季
の
日
本
近
世
文
学
会
で
、
水
田

紀
久
氏
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
釈
義
端
と
同
】
人
物
と
思
う
の
で
、

御
発
表
が
楽
し
み
で
あ
る
。
）

　
さ
て
、
著
述
に
関
し
て
は
上
述
の
文
献
に
記
載
が
な
か
っ
た
が
、
義
端
に
は

『
赤
穂
四
十
六
士
論
評
駁
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
洋
洋

居
叢
書
』
三
十
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
十
四
年
巳
十
一
月
十
日
に
鈍
闇
と

い
う
人
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
十
一
丁
に
駁
引
半
丁
。
安
永
己
亥
三
月

壬
子
摂
州
霊
松
義
端
撰
と
あ
っ
た
。
版
元
不
明
。

　
こ
の
書
に
は
春
台
の
文
章
の
全
文
が
引
用
さ
れ
、
頭
注
に
、
春
台
の
説
の
問
題

点
を
示
し
論
ず
る
。
さ
ら
に
辞
句
の
不
適
も
指
摘
し
添
削
さ
え
試
み
て
い
る
。
例

え
ば
「
山
城
之
二
字
、
宜
削
也
、
夫
天
無
二
日
、
國
無
二
皇
、
則
何
煩
器
皇
都
之

名
之
為
、
亦
宜
倣
春
秋
唯
書
天
王
使
某
来
聰
。
」
そ
し
て
、
後
ろ
に
二
丁
半
程
の

総
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
総
論
の
最
初
三
行
を
次
に
引
用
し
よ
う
。
九
山
と
義

端
は
ほ
ぼ
同
質
で
あ
る
。
し
い
・
て
い
え
ば
、
九
山
よ
り
一
層
感
情
的
な
点
が
違
う

か
も
し
れ
な
い
。

　
甚
英
哉
、
太
宰
氏
之
固
也
、
以
己
測
人
、
疑
公
刑
以
爲
非
、
而
謳
私
義
以
爲
足
、

以
人
之
義
為
非
義
而
以
己
之
非
義
為
義
焉
、
以
人
之
智
爲
不
智
、
而
以
己
之
不
智

爲
智
焉

　
論
点
ニ
ー
春
台
の
「
及
朝
、
吉
良
子
特
審
南
吉
田
侯
、
而
称
其
館
伴
之
善
、
赤

穂
侯
怨
之
、
」
を
め
ぐ
る
論
評
で
あ
る
。
こ
こ
は
春
台
が
、
刃
傷
の
理
由
を
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

箇
所
で
あ
る
が
、
極
め
て
簡
略
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
九
山
は
次
の
よ
う
に

反
論
を
加
え
た
。

　
赤
穂
侯
の
「
嫉
妬
」
が
刃
傷
の
原
因
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
い
く
ら
浅

野
侯
が
短
気
と
い
え
ど
も
、
悪
事
を
仕
懸
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
他
人

が
誉
め
ら
れ
た
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
一
国
を
取
り
潰
さ
れ
る
よ
う
な
軽
は
ず
み

な
こ
と
を
す
る
は
ず
が
な
い
。
そ
も
そ
も
吉
良
子
は
「
喜
賂
属
荏
」
の
人
で
あ
る
。

吉
良
子
は
浅
野
侯
が
「
不
與
之
」
（
之
と
は
賂
）
ぬ
た
め
恨
み
、
辱
し
め
た
の
で
あ

る
。
此
の
事
実
は
天
下
の
皆
が
審
に
知
る
こ
と
で
あ
り
、
世
人
は
吉
良
子
の
所
行

を
憎
み
憤
激
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
真
実
で
あ
る
の
に
、
春
台
が
、
い
か
に
も

「
嫉
妬
」
が
刃
傷
の
理
由
の
よ
う
に
説
く
の
は
、
真
相
を
覆
う
も
の
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
が
九
山
の
春
台
批
判
の
大
略
で
あ
る
が
、
こ
の
論
に
つ
い
て
、
私
見
を
述

べ
て
み
よ
う
。

　
九
山
は
吉
良
義
央
の
人
柄
を
「
属
荏
」
と
す
る
。
『
論
語
』
陽
貨
編
を
踏
ま
え
た

表
現
だ
が
、
吉
良
子
の
人
品
骨
柄
を
正
し
く
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
吉

良
上
野
介
は
名
君
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
伝
説
上
の
こ
と
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
多
少

の
潤
色
は
あ
ろ
う
が
、
領
地
経
営
の
実
を
挙
げ
、
領
民
に
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
お
取
り
潰
し
に
な
っ
て
、
重
税
の
た
め
に
苦
し
ん
で
い
た

庶
人
に
喜
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
浅
野
家
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。
「
属
荏
」
の
一

言
で
律
し
切
れ
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
九

山
の
見
解
は
所
謂
、
世
評
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
正
確
さ
が
欠
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
一
と
い
っ
て
、
春
台
の
説
が
正
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
前



述
の
文
脈
な
ら
ば
九
山
の
よ
う
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
も
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
春
台
が
、
事
件
の
発
端
や
経
過
の
概
略
を
記
す
筆
つ
か
い
は
や
や
先
を

急
い
で
い
る
観
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、

田
原
嗣
郎
氏
は
左
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
春
台
は
そ
も
そ
も
殿
中
刃
傷
事
件
な
ど
に
は
、
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
彼
に

　
と
っ
て
は
、
赤
穂
事
件
は
幕
府
に
よ
る
浅
野
の
処
刑
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

　
な
ぜ
浅
野
が
吉
良
に
斬
り
か
か
っ
た
か
な
ど
は
問
題
の
外
と
な
る
。

　
春
台
が
刃
傷
事
件
の
理
由
な
ど
を
注
意
深
く
論
述
し
な
か
っ
た
理
由
が
明
瞭
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
九
山
に
と
っ
て
は
、
こ
の
田
原
氏
の
見
解
は
納
得
の

ゆ
か
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
刃
傷
事
件
に
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
ど

こ
ろ
か
、
春
台
が
刃
傷
事
件
の
理
由
原
因
を
、
あ
た
か
も
浅
野
侯
の
「
嫉
妬
」
に

あ
っ
た
か
の
よ
う
な
記
述
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
前
述
の
よ

う
に
九
山
の
理
解
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
そ
れ
な
り
に
妥
当
な

解
釈
で
あ
る
が
、
　
一
方
、
春
台
の
論
を
ち
ょ
っ
と
注
意
し
て
読
め
ば
、
刃
傷
事
件

の
い
き
さ
つ
や
、
そ
の
理
由
原
因
の
探
究
な
ど
を
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
重
視

し
て
い
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
そ
の
理
由
は
、
田
原
氏
の
説
く
通
り

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
赤
穂
浪
士
を
「
義
士
」
と
称
賛
す
る
九
山
は
、
や

は
り
立
場
を
同
じ
く
す
る
五
井
蘭
洲
、
山
本
北
山
、
伊
勢
貞
丈
ら
と
同
様
に
、
「
殿

中
刃
傷
事
件
を
こ
の
両
者
の
衝
突
と
み
て
、
赤
穂
事
件
を
構
成
す
る
重
要
な
場
面

　
（
注
8
）

と
み
な
」
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
田
原
氏
の
言
葉
を
籍
り
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

「
四
十
六
士
の
行
為
を
義
と
し
て
考
え
得
る
」
た
め
に
は
、
刃
傷
事
件
と
そ
の
原

因
を
重
視
す
る
考
え
方
は
絶
対
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
別
に

　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

言
い
換
え
れ
ば
次
の
よ
う
に
も
言
え
る
。
九
山
は
、
刃
傷
事
件
を
「
喧
嘩
」
と
み

な
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
の
「
喧
嘩
」
は
「
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
物
理
的
な
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

だ
け
を
指
す
の
で
な
く
、
そ
の
背
景
の
原
因
を
含
め
た
」
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

必
然
的
に
吉
良
義
央
の
、
「
喜
賂
属
荏
」
と
言
わ
れ
た
人
間
的
欠
陥
や
悪
事
を
九

山
は
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
春
台
の
説
を
口
を
極
め
て
非
難
し
否
定

し
た
の
も
理
の
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
春
台
の
真
意
－
浅
野
処
刑
後
の
局
面
を

重
視
。
つ
ま
り
、
浅
野
家
対
吉
良
の
私
的
な
闘
争
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
重
要
な
問

題
を
考
え
て
い
る
ー
と
は
、
あ
ま
り
に
も
懸
け
離
れ
た
論
評
で
あ
っ
て
、
実
質
的
、

本
質
的
な
批
判
に
は
な
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
論
点
三
i
九
山
が
「
尤
も
非
な
り
」
と
非
難
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

次
の
よ
う
な
春
台
の
見
解
を
指
し
て
い
る
。

　
　
「
人
生
、
朝
に
夕
を
謀
ら
ず
」
と
い
う
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
年
の
冬
ま

　
で
復
讐
を
延
期
し
た
の
は
如
何
な
る
こ
と
か
。
吉
良
子
が
病
死
も
せ
ず
存
命
し

　
て
い
た
の
は
偶
然
の
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
天
誌
と
言
っ
て
も
全
く
僥
倖
と
し
か
言

　
い
よ
う
が
な
い
。
九
山
は
こ
の
春
台
の
説
を
以
下
の
よ
う
に
論
評
し
た
。

　
ω
大
石
良
雄
等
の
復
讐
は
決
し
て
僥
倖
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
そ

う
い
う
評
価
は
義
士
の
名
誉
と
功
績
を
覆
い
か
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
浅
薄
な

業
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
の
第
一
は
、
当
時
、
吉
良
子
は
「
彗
奎
之
老
」
「
臓
懲
之

属
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
明
年
の
冬
ま
で
時
節
を

待
っ
た
と
し
て
も
不
合
理
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
際
、
九
山
は

「
幸
」
（
日
倖
に
同
じ
）
の
内
包
す
る
意
味
を
「
事
柄
と
い
う
も
の
は
当
て
に
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
が
、
し
か
し
、
当
然
そ
う
あ
る
は
ず
も
な
い
の
に
、
そ
う
な
る

一
三
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こ
と
が
あ
っ
て
、
初
め
て
そ
れ
を
「
幸
」
と
言
う
の
だ
」
（
『
義
臣
』
四
オ
）
と
定

義
し
、
大
石
等
の
成
功
を
「
實
赤
穂
人
之
幸
也
」
と
偶
然
視
す
る
春
台
の
論
を
否

定
し
た
。
つ
ま
り
、
吉
良
上
野
介
が
、
著
し
く
健
康
を
害
し
、
か
つ
「
竈
垂
の
老
」

の
状
態
で
あ
る
な
ら
ば
、
翌
年
を
待
た
ず
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
明

年
の
冬
十
二
月
十
五
日
ま
で
存
命
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
幸
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
状
況
は
そ
う
で
は
な
く
、
吉
良
氏
は
刃
傷
に
及
ば
れ
な
が
ら
も
、
死
を
免

れ
得
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
も
健
康
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
「
幸
」
と
い
う
の

は
、
不
自
然
な
僻
事
で
あ
る
と
一
蹴
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
義
臣
』
四
オ
の
「
蓋
未
当
死
也
、
則
可
謂
之
常
数
也
」
と
い
う
一
節
が
、
こ

の
見
解
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
九
山
は
吉
良
子
の
存
命
を
「
常
数
」
す
な
わ
ち

「
自
然
の
さ
だ
め
」
コ
定
の
運
命
L
と
受
け
止
め
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
従
っ
て

「
幸
」
と
す
る
考
え
は
論
外
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
②
「
天
謙
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
る
問
題
点
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
九
山
は
、
吉
良
氏
が
復
讐
の
刃
に
倒
れ
た
こ
と
を
「
天
謙
」
と
す
る
春
台
の
考

え
を
否
定
し
た
。
そ
れ
は
「
天
諒
」
の
概
念
に
正
し
く
対
応
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
天
謙
」
と
は
「
大
悪
若
桀
紺
者
」
の
受
け
る
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
吉
良
氏
は
「
非
端
人
」
（
心
正
し
く
な
い
人
）
で
あ
る
が
、
決
し
て
「
天
謙
」

を
受
く
べ
き
人
で
は
な
く
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
天
諒
」
を
受
け
た
と
す

る
の
は
、
大
石
等
の
績
を
蔽
い
隠
す
こ
と
で
あ
る
と
論
評
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ω
②
が
論
点
三
の
主
な
る
批
評
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
尚
書
』
や
『
孟

子
』
な
ど
の
典
拠
に
則
り
春
台
の
措
辞
を
解
釈
ま
た
は
批
判
を
加
え
て
、
春
台
の

表
現
が
事
実
と
正
し
い
対
応
を
し
て
い
な
い
と
論
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
春
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

が
大
石
等
四
十
六
士
の
功
績
を
認
め
て
い
な
い
点
を
激
し
く
追
及
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

「
是
掃
度
之
拙
欺
、
調
弄
之
甚
也
」
、
そ
れ
は
論
点
三
全
体
を
覆
う
感
情
で
あ
っ

た
ろ
う
。

　
論
点
四
－
最
も
重
大
な
問
題
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
春
台
と
九

山
と
を
対
比
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
五
井
蘭
洲
の
視
点
を
も
加
え
、
三
者
の
関
係

の
中
で
、
問
題
を
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
春
台
は
、
赤
穂
浪
士
の
怨
む
べ
き
対
象
は
吉
良
氏
で
は
な
く
、
縣
官
、
将
軍
で

あ
る
と
断
言
し
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
即
ち
「
神
祖
の
法
」

に
よ
り
「
人
を
朝
に
殺
す
者
は
死
な
り
」
と
言
う
が
、
浅
野
侯
は
吉
良
を
殺
し
て

は
い
な
い
か
ら
、
死
刑
に
該
当
し
な
い
。
国
家
”
将
軍
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
死
を
賜
っ
た
の
は
避
珊
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
怨
む
べ
き
所
で
あ
る
、
と
い
う
論

旨
で
あ
る
。

　
右
の
春
台
の
論
は
浅
野
侯
の
有
罪
性
と
幕
府
の
判
断
の
正
当
性
を
、
法
的
な
筋

道
論
の
観
点
か
ら
論
理
的
に
追
究
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
九
山
は
将
軍
の
処

分
を
絶
対
的
に
正
当
な
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。
そ
の
論
理
は
浅
野
侯
の
行
為

が
甚
し
く
天
威
を
犯
し
た
罪
で
あ
る
こ
と
に
力
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）

「
皇
使
在
上
、
天
威
不
違
顔
腿
尺
重
莫
大
焉
」
云
々
で
あ
る
。
春
台
が
ほ
と
ん
ど

論
及
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
大
不
敬
罪
」
を
強
調
し
、
幕
府
の
処
分
の
正
当
性

を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
春
台
の
論
は
事
柄
の
重
大
性
を
全
く
認
識
し
て
い
な
い

と
、
反
論
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
的
な
観
点
か
ら
も
、
浅
野
侯
の
刃
傷
は
、

非
常
の
例
に
該
当
す
る
の
だ
か
ら
、
単
に
「
人
を
朝
に
殺
す
者
」
と
同
日
に
論
じ

ら
れ
る
は
ず
が
な
く
、
「
法
」
を
も
っ
て
罪
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
、
死
刑
以
外



b

に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
赤
穂
侯
に
死
を
賜
っ
た
処

分
を
「
国
家
之
濫
刑
」
と
述
べ
る
春
台
の
批
判
は
的
は
ず
れ
に
過
ぎ
な
い
と
結
論

づ
け
る
の
で
あ
る
。
蘭
洲
も
、
浅
野
侯
の
刃
傷
を
や
は
り
大
不
敬
と
考
え
、
そ
の

死
を
当
然
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
蘭
洲
は
「
然
其
刑
当
否
。
非
吾
済
之
所
敢

（
注
1
3
）

議
也
。
」
と
い
い
、
そ
の
件
に
関
す
る
自
己
の
見
解
を
明
確
に
は
示
さ
な
か
っ
た
。

か
か
る
相
違
は
あ
る
が
、
県
官
”
将
軍
を
怨
む
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
結
論
も

同
様
で
あ
る
。
九
山
の
場
合
は
、
前
述
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
「
濫
刑
に
あ
ら
ざ

れ
ば
則
ち
県
官
何
ぞ
怨
む
べ
き
」
と
春
台
の
説
を
否
定
し
た
。
蘭
洲
の
ほ
う
は
、

「
赤
穂
侯
の
死
は
罪
を
以
て
な
り
。
焉
ん
ぞ
敢
へ
て
国
家
を
怨
ま
ん
。
君
既
に
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）

り
。
そ
の
臣
も
ま
た
敢
へ
て
せ
ざ
る
な
り
。
」
と
述
べ
、
将
軍
が
怨
む
べ
き
対
象
と

は
な
り
得
な
い
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
論
理
の
根
底
に
は
、
大
名
や
そ
の
家
臣
の

ヘ
　
　
　
へ

将
軍
に
対
す
る
自
立
性
や
心
情
を
全
く
重
視
せ
ず
、
将
軍
け
幕
府
の
「
法
」
を
批

判
の
さ
し
挿
む
余
地
の
な
い
絶
対
的
な
正
義
と
す
る
思
想
が
息
づ
い
て
い
る
。
こ

れ
は
九
山
の
思
想
と
ほ
ぼ
同
質
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

赤
穂
浪
士
の
怨
む
べ
き
対
象
は
、
将
軍
で
は
な
く
吉
良
義
央
で
あ
る
と
主
張
す
る

の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
亡
君
の
怨
み
は
吉
良
氏
の
上
に
あ
り
、
そ
の
怨
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）

遺
志
を
、
亡
君
の
た
め
に
継
ぎ
、
亡
君
の
憤
を
地
下
に
慰
め
る
、
と
い
う
思
想
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
『
義
臣
』
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
大
石
等
の
若
き
、
復
讐
と
日
ふ
と
錐
へ
ど
も
（
傍
点
筆
者
）
、
実
は
旧
君
の
志
を

　
成
さ
ん
と
す
る
者
な
り
。
則
ち
吉
良
子
を
之
れ
怨
む
に
あ
ら
ず
し
て
誰
を
か
怨

　
ま
ん
。
旧
君
の
怨
み
は
吉
艮
子
に
在
り

と
微
妙
な
言
い
回
し
を
含
み
な
が
ら
論
述
す
る
。
す
な
わ
ち
、
四
十
六
士
の
行
為

　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

を
、
復
讐
、
仇
討
で
は
な
く
、
「
亡
君
の
遺
志
を
継
」
い
だ
点
を
高
く
評
価
し
、

そ
れ
を
家
臣
“
武
士
の
立
揚
と
し
て
正
し
い
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
田
原
氏
の

「
裏
」
の
世
界
（
家
臣
の
立
場
、
し
か
し
、
一
般
的
に
は
武
士
が
そ
の
義
理
に
生

　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

き
る
真
実
の
世
界
）
L
を
肯
定
す
る
考
え
方
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
7
）

は
、
小
島
康
敬
氏
の
「
主
従
間
の
情
誼
的
結
合
」
を
重
要
視
す
る
立
場
で
あ
る
。

九
山
も
蘭
洲
も
将
軍
の
絶
対
性
と
「
法
し
の
遵
守
と
を
主
張
す
る
が
、
一
方
、
こ

こ
に
四
十
六
士
の
「
義
士
」
た
る
ゆ
え
ん
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
君
の
志

が
善
か
悪
か
と
い
う
問
題
は
全
く
度
外
視
し
、
家
臣
は
ひ
た
す
ら
主
君
に
服
従
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
考
え
方
で
も
あ
り
、
九
山
も
蘭
洲
も
『
中
庸
』
に
あ
る
継

志
の
思
想
に
は
論
及
し
な
か
っ
た
。
論
理
的
に
正
確
を
期
す
る
な
ら
ば
、
論
評
す

べ
き
問
題
点
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
両
者
は
吉
良
子
の
「
邪
懸
」
（
蘭
洲
）
「
喜
賂
属

荏
」
（
九
山
）
に
全
責
任
を
帰
し
て
お
り
、
浅
野
侯
の
「
志
」
に
は
微
塵
の
く
も

り
も
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
論
ず
る
理
由
な
ど
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
蘭
洲
と
九
山
は
ほ
と
ん
ど
同
質
の
思
想
の
持
主
で
あ
る
が
、
天

皇
に
関
わ
る
論
調
は
、
九
山
の
ほ
う
が
遥
か
に
激
越
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
蘭
洲

の
表
現
と
『
義
臣
』
の
六
丁
ウ
の
記
述
と
を
比
べ
て
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）

　
且
其
地
則
殿
庭
也
。
…
中
略
…
一
日
以
其
私
念
謀
殺
之
。
大
不
敬
。
其
罪
不
細
。

　
こ
の
相
違
は
単
な
る
表
現
上
の
差
異
に
過
ぎ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
論
じ
る
必
要
も
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
尊
王
思
想
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
ま
た
、
春
台
に
対
す

る
九
山
の
思
想
的
な
特
色
を
示
す
箇
所
で
も
あ
る
の
で
、
論
点
日
と
同
様
に
考
え

て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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九
山
の
尊
王
思
想
に
つ
い
て
は
、
論
点
e
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
、
こ
こ
で
も
基

本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
よ
う
。

　
九
山
の
尊
王
的
表
現
は
『
論
語
』
の
典
拠
を
踏
ま
え
て
烈
々
た
る
も
の
が
あ
る

が
、
幕
府
の
浅
野
侯
に
対
す
る
処
分
の
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
に
過
ぎ

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
論
点
H
の
場
合
に
は
春
台
の
辞
句
措
辞
の

不
適
切
を
攻
撃
す
る
手
段
で
あ
っ
て
、
思
想
と
呼
ぶ
べ
き
か
、
た
め
ら
わ
れ
る
。

そ
れ
で
い
て
、
蘭
洲
と
比
べ
れ
ば
、
九
山
の
尊
王
精
神
は
、
真
摯
な
激
し
さ
を
印

象
づ
け
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、

幕
藩
制
的
秩
序
を
絶
対
視
し
た
九
山
像
と
の
間
に
違
和
感
を
覚
え
、
そ
の
矛
盾
に

途
惑
う
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
の
原
因
は
、
筆
者
が
、
尊
王
思
想
を
開
明
的
、
進

歩
的
な
思
想
で
あ
る
か
の
よ
う
な
先
入
観
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
所
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
『
幕
末
の
思
想
家
』
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
著
者

中
沢
護
人
氏
に
よ
る
と
、
尊
王
思
想
は
、
し
ば
し
ば
擾
夷
思
想
と
結
合
し
、
排
外

的
、
反
動
的
、
復
古
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
尊

王
擾
夷
主
義
者
に
よ
る
、
和
魂
洋
才
の
人
・
幕
末
の
先
覚
者
、
佐
久
間
象
山
の
暗

殺
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
中
沢
説
は
一
応
納
得
で
き
る
。
だ
が
、
尊
王
思
想
が
論

点
e
で
触
れ
た
楠
本
碩
水
の
よ
う
な
存
在
を
可
能
な
ら
し
め
た
事
実
も
無
視
で
き

な
い
。
碩
水
に
と
っ
て
は
幕
藩
制
秩
序
の
最
も
基
本
的
な
、
か
つ
重
要
な
構
成
要

素
で
あ
る
「
藩
」
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
代
償
と
し
て
、

当
然
な
が
ら
、
俸
禄
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
貧
窮
等
の
現
実
生
活
に
お
け
る
様

々
な
不
自
由
を
し
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
封
建
的
な
主
従
の
関
係
に
束

縛
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
精
神
的
な
自
由
を
得
た
に
相
違
な
い
。
そ
の
よ
う
に
、
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

王
思
想
は
幅
と
奥
行
き
の
あ
る
思
想
で
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
「
将
軍
は
、
天
皇
か
ら
政
権
を
委
任
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
天
皇
が
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
9
）

権
力
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
伝
統
的
観
念
」
と
不
可
分
な
思
想
で
あ
る
。

政
治
的
、
心
理
的
な
圧
力
と
し
て
体
制
や
個
人
に
多
大
な
影
響
を
与
え
得
る
状
況

が
お
と
ず
れ
れ
ば
、
幕
府
権
力
の
否
定
と
い
う
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ

る
。
事
実
、
天
保
中
期
以
降
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
の
間
、
擁
夷
等
の
思
想
と
関

わ
り
な
が
ら
も
、
そ
う
い
う
役
割
を
歴
史
の
流
れ
の
中
で
複
雑
微
妙
に
果
た
し
た

の
で
あ
る
。

　
九
山
と
い
う
人
は
、
こ
う
い
う
尊
王
思
想
が
は
ら
む
問
題
に
思
い
を
凝
ら
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
管
仲
孟
子
論
』
な
ど
の
著
作
も
あ
り
、
思
想

的
な
問
題
に
も
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
だ
が
、
現
在
の
手
持
ち
の

資
料
か
ら
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
ほ
う
が
自
然
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
す
な

わ
ち
、
九
山
は
決
し
て
思
想
的
に
無
自
覚
な
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
将
軍
と
そ
の

「
法
」
を
絶
対
視
す
る
自
己
と
尊
王
の
精
神
に
篤
い
自
己
と
の
矛
盾
を
深
く
追
究

し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
九
山
の
尊
王
思
想
が
極

め
て
純
粋
で
は
あ
っ
た
が
、
素
朴
な
情
緒
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
。
思
想
と
い
う
よ
り
、
感
情
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

む
ろ
ん
、
あ
く
ま
で
類
推
に
過
ぎ
な
い
。
越
前
大
野
藩
に
お
け
る
尊
王
思
想
等
に

関
す
る
研
究
に
徴
し
て
み
な
け
れ
ば
、
到
底
、
正
し
い
理
解
は
得
ら
れ
ま
い
。
こ

れ
以
上
の
堂
々
巡
り
に
近
い
穿
盤
は
、
九
山
先
生
を
不
当
に
疑
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
打
ち
切
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
蘭
洲
は
詳
細
に
論
評
し
た
が
、
九
山
が
、
詳
し
く
は
論
及
し
な
か
っ



た
「
義
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
に

判
明
し
た
九
山
の
思
想
的
体
質
を
、
一
層
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
さ
て
、
春
台
の
文
章
を
読
む
と
、
春
台
は
、
次
の
二
点
で
赤
穂
浪
士
が
「
義
」

の
認
識
を
欠
き
、
「
義
」
に
惇
る
行
動
を
と
っ
た
と
、
批
判
し
て
い
る
。

　
ω
諸
侯
の
家
臣
が
将
軍
に
従
う
の
は
、
将
軍
と
大
名
と
の
間
に
「
礼
」
を
介
し

て
の
主
従
関
係
が
存
在
し
て
い
る
と
き
に
限
る
。
浅
野
侯
の
処
刑
は
、
そ
の
「
礼
」

を
将
軍
の
側
で
破
っ
た
の
だ
か
ら
、
大
石
等
が
将
軍
を
畏
怖
し
恭
順
の
意
を
表
し

た
の
は
誤
っ
て
い
る
。
あ
ま
つ
さ
え
怨
む
べ
か
ら
ざ
る
吉
良
子
を
殺
し
た
の
で
あ

る
。
極
め
て
「
義
」
に
惇
る
行
為
で
あ
る
。

　
②
我
が
「
東
方
の
士
」
（
祖
練
学
派
の
常
套
表
現
）
に
は
固
有
の
道
が
あ
る
。

そ
れ
は
主
君
の
死
を
見
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
当
否
を
か
え
り
み
ず
、
主
君
の
た
め

に
死
ぬ
こ
と
を
「
義
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
石
等
は
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

も
弁
ま
え
ず
、
翌
年
の
冬
ま
で
待
ち
、
陰
謀
を
用
い
て
吉
良
子
を
殺
し
た
。
そ
の

点
で
も
「
人
臣
の
義
」
に
適
っ
て
い
な
い
。

　
ω
の
考
え
方
は
、
田
原
嗣
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
春
台
の
左
の
よ
う
な
思
想
に
基
づ

い
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
春
台
は
徳
川
期
の
国
制
は
古
代
中
国
の
周
と
同
様
の
真
の
「
封
建
」
と
と
ら
え
、

　
将
軍
と
大
名
と
の
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
必
ず
「
礼
」
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

　
の
主
従
関
係
は
「
礼
」
を
媒
介
と
す
る
契
約
的
関
係
で
あ
る
。
「
礼
」
は
譲
り

　
合
う
の
が
本
質
だ
か
ら
、
「
礼
」
が
実
行
さ
れ
れ
ば
争
い
は
止
む
、
天
下
統
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
0
）

　
に
「
礼
」
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
春
台
独
特
の
思
想
で
は
な
く
、
熊
沢
蕃
山
に
も
見
ら
れ
る
と
の
こ
と

　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

で
あ
る
。
し
か
し
、
九
山
は
、
こ
の
重
要
な
論
点
に
は
直
接
言
及
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
春
台
の
「
義
」
1
幕
藩
体
制
を
政
治
的
、
道
徳
的
に
貫
く
原
理
ー
を
論

評
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
も
し
、
論
評
に
及
ぶ
な
ら
、
九
山
は
、
春
台
の
説

く
幕
藩
制
の
原
理
を
論
理
的
に
探
究
し
、
そ
の
考
察
の
上
に
立
っ
て
、
「
義
」
の

定
義
づ
け
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
、

春
台
の
幕
藩
制
観
や
「
義
」
に
対
す
る
本
質
的
な
批
判
が
可
能
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
九
山
は
直
接
、
そ
の
点
に
は
論
及
せ
ず
、
一
気
に
こ
う
言
い
切
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
1
）

　
且
つ
そ
れ
た
と
い
刑
、
過
當
な
る
と
も
、
其
死
や
法
に
死
す
れ
ば
、
則
ち
ま
た

　
怨
む
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
再
三
述
べ
て
き
た
九
山
の
思
想
的
体
質
を
端
的
に
示
し
て
い

る
。
現
実
の
幕
藩
制
的
秩
序
の
安
寧
を
第
」
と
考
え
、
将
軍
（
の
「
法
」
）
を
絶
対

視
す
る
思
想
で
あ
る
。
仮
り
に
、
「
法
」
の
適
用
に
誤
謬
が
あ
ろ
う
と
も
、
な
お
、

「
法
」
の
前
に
は
、
諸
侯
の
家
臣
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
諸
侯
も
服
従
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
る
。
恰
度
、
蘭
洲
が
、
有
罪
で
あ
る
上
は
将
軍

の
恣
意
に
よ
っ
て
い
か
な
る
刑
に
処
せ
ら
れ
て
も
甘
ん
じ
て
受
け
る
べ
き
で
あ
る

と
説
く
の
と
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
九
山
は
蘭
洲
と
同
じ
く
、
将
軍
と
大

名
と
の
関
係
を
「
礼
」
に
よ
る
、
あ
る
種
の
契
約
的
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
春
台

の
思
想
に
は
全
く
理
解
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
九
山
は
、
大
石
等
の
行
動
が
、
亡
君
の
遺
志
を

継
ぐ
行
為
で
あ
る
点
を
重
視
し
、
そ
こ
に
四
十
六
士
の
「
義
」
た
る
ゆ
え
ん
を
見

出
し
て
い
た
。
（
た
だ
し
九
山
は
、
こ
の
論
点
画
で
は
「
義
」
と
い
う
語
を
用
い
て

い
な
い
。
）
つ
ま
り
、
「
法
」
の
優
位
性
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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「
法
」
に
抵
触
し
た
と
思
え
る
四
十
六
士
の
行
為
を
、
「
義
」
と
し
て
肯
定
す
る
思

想
、
言
い
換
え
れ
ば
、
伝
統
的
な
武
士
の
生
き
方
を
重
ん
じ
る
価
値
観
ま
た
は
倫

理
観
を
是
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
「
法
」
が
許
容
す
る

範
囲
内
の
こ
と
で
あ
り
、
著
し
く
将
軍
と
「
法
」
が
侵
犯
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る

場
合
に
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
春
台
の

よ
う
に
、
将
軍
が
「
礼
」
を
失
し
た
時
に
は
、
将
軍
へ
の
反
抗
を
当
然
と
す
る
よ

う
な
思
想
を
、
「
危
邦
乱
國
の
訓
」
（
『
義
臣
』
）
と
し
て
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
幕

藩
的
秩
序
を
是
認
し
、
そ
の
擁
護
を
重
視
す
る
九
山
か
ら
み
れ
ば
、
春
台
の
論
は

ま
さ
に
危
険
思
想
な
の
で
あ
る
。
九
山
は
、
春
台
よ
り
も
現
実
的
で
あ
る
。
ま
た

考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
柔
軟
と
も
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
春
台
の
論
は
、
理
念
か

ら
の
み
現
実
を
裁
断
し
、
論
理
的
で
は
あ
ろ
う
が
、
現
実
の
幕
藩
体
制
や
、
そ
の

中
に
生
き
る
武
士
の
心
情
を
無
視
し
た
硬
直
し
た
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
も
思
え

　
　
　
　
（
注
麗
）

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
九
山
に

も
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
残
る
。
九
山
に
お
い
て
は
、
「
法
」
に
惇
る
行
為
が
、

一
方
で
は
「
義
」
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
は
決
し
て
論
理
的
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

武
士
の
伝
統
的
な
生
き
方
・
心
情
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
、
徹
底
し
て
い
な
い
。

筆
者
は
、
「
太
宰
春
台
の
所
説
の
な
か
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
主
従
意
識
に
徹
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
3
）

場
合
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
採
る
べ
き
途
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
」
と

い
う
説
に
む
し
ろ
同
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
主
従
意
識
と
は
、

田
原
氏
の
言
葉
を
籍
り
て
言
い
換
え
れ
ば
、
「
御
家
の
思
想
」
に
近
い
と
表
現
で
き

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
本
来
、
「
自
家
の
滅
亡
を
賭
け
て
も
将
軍
の
法
令
に
抵
抗
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
4
）

「
人
前
」
を
た
て
通
そ
う
と
す
る
」
思
想
で
あ
る
。
九
山
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
主
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

意
識
は
認
め
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
将
軍
や
「
法
」
に
累
を
及
ぼ

す
恐
れ
の
な
い
範
囲
内
の
い
わ
ば
狭
義
の
主
従
意
識
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
あ
る
意
味
で
は
、
そ
れ
も
正
し
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
「
御
家
の
思
想
」
と
は
武
士
同
志
の
戦
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
る

立
場
、
す
な
わ
ち
、
九
山
の
い
う
「
庶
人
」
「
無
享
之
人
」
を
不
幸
に
陥
れ
る
状
況

を
も
た
ら
す
思
想
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
も
、
「
拠
城
謀
叛
」
と

か
「
自
殺
」
を
主
張
し
た
春
台
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

九
山
説
は
、
あ
な
が
ち
単
な
る
幕
藩
体
制
と
そ
の
秩
序
の
安
易
な
擁
護
で
は
な
く
、

「
庶
人
」
の
存
在
を
も
そ
の
展
望
の
中
に
収
め
た
思
想
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

恰
も
、
九
山
は
海
音
寺
潮
五
郎
氏
説
く
と
こ
ろ
の
、
平
和
な
時
代
に
即
し
た
理
性

的
な
新
し
い
武
士
道
・
紳
士
道
の
体
現
者
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
（
『
日
本
史

探
訪
』
第
三
集
）

　
②
に
関
し
て
は
『
論
語
』
を
典
拠
と
し
な
が
ら
、
大
石
を
「
所
謂
好
謀
能
成
者

也
可
謂
人
傑
」
と
絶
賛
し
た
。
そ
し
て
春
台
を
「
溝
漬
の
諒
、
匹
夫
の
勇
を
以
て

之
を
望
む
は
人
を
知
ら
ず
と
謂
ふ
べ
し
」
（
『
義
臣
』
）
と
罵
倒
し
た
。
さ
ら
に
越
王

勾
践
、
燕
の
昭
王
等
に
よ
る
歴
史
的
事
実
を
根
拠
と
し
て
、
大
石
等
の
行
動
を
心

か
ら
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
い
わ
ゆ
る
、
復
讐
の
た
め
で
は
な
く
、
亡

君
の
遺
志
を
継
ぐ
日
「
義
」
の
達
成
に
と
っ
て
、
極
め
て
正
当
な
必
然
的
な
行
動

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
蘭
洲
も
、
大
石
等
の
行
動
を
や
は
り
深
謀

遠
慮
で
あ
る
と
ほ
め
た
た
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
蘭
洲
は
、
九
山
と
は
違
い
、
春

台
の
「
義
」
を
「
不
義
の
義
」
で
あ
る
と
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
次

の
よ
う
で
あ
る
。



　
幕
府
の
使
者
と
一
戦
を
交
え
、
赤
穂
城
で
死
ぬ
こ
と
は
、
一
見
「
当
主
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
5
）

る
献
身
の
美
を
あ
ら
わ
す
「
義
の
行
為
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
」
そ
の

実
は
不
義
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
い
う
行
動
は
、
究
極
的
に
は
、
「
亡
君
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
6
）

失
を
益
し
、
遂
に
殊
そ
の
宗
に
及
ぶ
」
こ
と
に
な
り
、
将
軍
（
の
「
法
」
）
に
反
す

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
主
君
に
対
す
る
家
臣
と
し
て
の
「
義
」
を
も
全
う
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
春
台
と
他
の
二
者
の
懸
隔
ば
か
り
が
目
に
つ
き
、
同
じ
事

を
論
じ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
、
と
い
う
田
原
氏
の
御
指
摘
に
は
同
感
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
と
り
わ
け
、
九
山
の
論
評
は
、
必
ず
し
も
、
春
台
の
論
の
核
に
は
、
直

接
論
及
せ
ず
、
気
に
入
ら
な
い
点
を
、
採
り
上
げ
い
さ
さ
か
感
情
的
に
論
議
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
論
点
田
ー
四
十
六
士
が
泉
岳
寺
で
自
殺
す
る
こ
と
な
く
、
幕
命
を
待
っ
た
行
為

を
、
春
台
は
次
の
よ
う
に
酷
評
し
た
が
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
評
で
あ
る
。

　
何
必
自
裁
、
是
堂
非
要
名
利
者
欺
、
鄙
哉
、
若
良
雄
者
假
大
義
以
濟
其
利
慾
者

　
也
、
何
義
之
足
責
哉

　
右
の
春
台
の
見
解
に
対
す
る
九
山
の
反
論
は
、
「
予
讃
至
此
不
曾
不
掩
巻
長
歎

也
、
日
、
悪
是
何
言
也
、
是
何
言
也
」
と
い
う
長
歎
と
激
怒
の
言
葉
で
以
て
始
ま

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
「
義
」
と
い
う
語
が
次
の
一
節
に
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
夫
大
石
卿
者
忠
憤
而
死
義
者
也
（
傍
点
筆
者
）

　
こ
の
九
山
の
「
義
」
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
春
台
の
「
義
」
と
全
く
掛

け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
辞
句
に
よ
っ
て
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
『
義
臣
解
難
』
小
論

　
其
行
義
也
、
進
退
皆
畏
県
官
此
乃
其
所
以
成
功
立
名
也

　
九
山
の
思
想
的
立
場
は
既
に
判
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
節
は
、
九
山
に
お
け

る
「
義
」
が
将
軍
に
た
い
し
て
道
徳
律
と
し
て
の
有
効
性
を
何
ら
発
揮
し
な
い
性

質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
蘭
洲
の
「
義
」
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
留
）

わ
ち
「
主
従
関
係
に
お
け
る
従
臣
の
側
の
み
を
律
す
る
法
則
」
と
同
様
で
あ
る
。

春
台
の
「
義
」
が
将
軍
を
も
道
徳
的
・
政
治
的
に
左
右
し
支
配
し
得
る
法
則
で
あ

る
点
に
お
い
て
、
理
念
と
し
て
の
普
遍
性
を
備
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の

に
た
い
し
て
、
九
山
の
「
義
」
は
、
そ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
つ
い
で
、
官
命
を
待
っ
た
こ
と
が
「
利
慾
」
を
求
め
る
も
の
だ
と
い
う
春
台

の
非
難
に
対
し
て
も
激
し
く
反
駁
を
加
え
た
。
そ
の
論
評
の
概
略
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。

　
も
と
も
と
国
家
の
怒
り
は
吉
良
家
に
は
な
く
、
赤
穂
侯
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
う
え
、
大
石
等
が
「
渥
寵
之
朝
士
」
を
殺
し
た
の
だ
か
ら
、
国
家
の
怒
り
は

一
層
重
く
な
る
。
そ
ん
な
状
況
も
顧
み
ず
に
利
慾
を
求
め
る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て

必
ず
不
幸
な
結
果
を
招
く
に
違
い
な
い
。
大
石
卿
が
そ
れ
を
知
ら
な
い
は
ず
が
な

い
。
よ
っ
て
、
利
慾
を
求
め
た
の
だ
、
と
い
う
春
台
の
説
は
全
く
不
当
で
あ
り
、

大
石
等
の
死
が
晩
か
っ
た
の
は
、
官
命
を
仰
い
だ
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
自
裁
し
な
か
っ
た
大
石
等
を
、
九
山
は
友
人
尾
崎
の
体
験
談
を
紹

介
し
な
が
ら
、
大
い
に
ほ
め
た
た
え
た
。

　
豊
但
死
者
之
幸
而
己
哉
、
亦
後
世
欽
慕
者
之
幸
也
、
有
為
哉
義
士
之
不
速
也

　
（
『
義
臣
』
九
ウ
～
十
オ
）

　
そ
し
て
、
大
石
等
四
十
六
士
の
行
為
を
「
利
慾
」
を
求
め
る
も
の
と
疑
め
た
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
　
調
査
研
究
報
告
　
第
一
八
号

台
を
、
「
酷
薄
」
な
る
者
と
き
め
つ
け
、
そ
の
「
憾
」
み
こ
そ
、
『
義
臣
解
難
』
著

作
の
心
的
動
機
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
、
批
判
の
主
要
な
点
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

　
九
山
先
生
に
と
っ
て
、
大
石
卿
は
有
徳
の
士
で
あ
り
、
そ
の
「
徳
」
は
い
く
ら

鎭
仰
し
て
も
足
り
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
山
先
生
は
、

四
十
六
士
の
、
主
従
の
情
誼
的
結
合
に
殉
じ
た
潔
い
美
し
さ
、
健
気
さ
に
深
い
感

銘
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
「
法
」
に
た
い
し
て
も
能
う
か
ぎ
り
の

恭
順
の
意
を
示
し
た
理
性
に
尊
敬
の
念
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。
予
譲
の
如
き
任
侠

の
徒
と
同
断
で
き
な
い
と
付
記
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

五
、
ま
と
め

　
九
山
先
生
の
思
想
は
ほ
ぼ
蘭
洲
そ
の
他
多
く
の
反
太
宰
春
台
論
者
の
も
の
と
同

様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
生
は
「
現
実
の
幕
藩
制
的
秩
序
を
大
前
提
と
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
％
）

の
上
で
家
臣
”
武
士
の
な
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う
論
者
」
で
あ

る
。
尊
王
思
想
的
な
表
現
は
頻
出
す
る
が
、
思
想
と
い
う
よ
り
も
、
情
緒
的
な
性

格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
生
に
お
い
て
は
幕
藩
制
的
秩
序
を
遵
守
す
る
思
想
な
い

し
感
情
と
、
尊
王
的
な
心
情
と
は
矛
盾
な
く
共
存
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
b

そ
れ
は
先
生
の
資
質
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
、
時
代
的
な
制
約
制
限

に
よ
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
先
生
の
論
は
、
必
ず
し
も
春
台
の
論
の
最
重
要
点
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
例
え
ば
、
「
義
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
、
武
士
の
道
、
ま
た
は
幕
藩
制

秩
序
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
充
分
に
、
論
理
的
に
考
察
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
批
評
と
し
て
の
説
得
力
に
欠
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
入

し
か
し
、
大
石
良
雄
等
四
十
六
士
を
敬
慕
す
る
心
情
は
、
い
さ
さ
か
感
情
に
走
り

が
ち
で
は
あ
る
が
、
真
摯
な
文
章
の
中
に
生
々
と
躍
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先

生
は
、
思
想
家
と
い
う
よ
り
、
や
は
り
詩
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
（
注
1
）
　
『
近
世
著
述
目
録
集
成
』
所
収
の
左
の
二
著
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
『
近
代
著
述
目
録
続
編
』
（
文
化
九
年
刊
）

　
　
　
　
　
『
近
代
著
述
目
録
後
編
』
（
天
保
四
年
序
写
本
）

　
　
（
注
2
）
　
『
福
井
医
会
だ
よ
り
』
5
9
号
（
昭
和
3
9
年
）

　
　
（
注
3
）
　
『
大
野
市
史
』
九
五
入
頁

　
　
（
注
4
）
　
『
近
世
革
新
思
想
の
系
譜
』
市
井
三
郎
氏

　
　
（
注
5
）
　
『
江
戸
期
の
儒
学
』
岡
田
武
彦
氏

　
　
（
注
6
）
　
『
近
世
人
名
録
集
成
』
】
・
四
巻
か
ら

　
　
（
注
7
・
8
・
9
・
1
6
・
2
0
・
2
4
・
2
5
・
2
7
・
2
8
）
　
『
赤
穂
四
十
六
士
論
－
幕
藩
制
の
精
神
構

　
　
　
　
造
1
』
田
原
嗣
郎
氏

　
　
（
注
1
0
・
2
3
）
　
『
近
世
武
家
思
想
』
解
説
（
日
本
思
想
大
系
2
7
）

　
　
（
注
1
1
・
1
2
・
2
1
）
　
『
義
臣
解
難
』
四
オ
～
四
ウ
。
六
ウ
。

　
　
（
注
1
3
・
1
4
・
1
5
・
1
8
・
2
6
）
　
『
駁
太
宰
純
赤
穂
四
十
六
士
論
』
五
井
蘭
洲
著
ー
『
近
世
武
家

　
　
　
　
思
想
』
所
収

　
　
（
注
1
7
）
　
『
日
本
思
想
論
争
史
』
所
収
の
「
赤
穂
浪
士
討
入
り
事
件
を
め
ぐ
る
論
争
」

　
　
　
　
よ
り

　
　
（
注
1
9
）
　
『
幕
末
の
思
想
家
』
中
沢
護
人
氏

　
　
（
注
2
2
）
　
『
四
十
六
士
処
罰
を
め
ぐ
る
法
と
理
』
（
『
歴
史
公
論
』
M
6
1
・
澤
井
啓
一
氏
）



ACritique　of　Gishin　Kainαn（義臣解難）：AHistorical　Review　of　the

Debate　on　the　Forty－Seven　R6nin　Incident

Kokuryo　Fujio

　　　Gishin　Kainan　was　written　by　Matsumura　Kyazan（松村九山），a　Confucian　scholar　and

doctor　from　Ono　han（大野藩）in　Echizen（越前）province．　Gishin（義臣10yal　retainer）

refers　to　the　fortyseven（or　six）γδ痂of　Akδ，　a　castle　town　in　Harima　province，　and　kainαn

（解難）to　Dazai　Shundai’s（太宰春台）treatise　on　theγδπ勿，　in　which　he　rehabilitated　their

name．　Matsumura　criticized　Dazai’s　treatise，幽σS勧露γo肋s雇～oπ（赤穂四十六士論

Treatise　on　the　Forty－Seven〔or　six〕R6nin　of　Ak6），focusing　on　the　folIowing　points．

　　　1）　The　usage　of　the　terms　raihei（来聰imperial　envoy）and　Yamashiro　Tenn6（山

城天皇Emperor　Yamashiro）；
　　　2）　The　reasons　for　and　interpretation　of　the　vendetta；

　　　3）　The　lengthy　delay　before　Oishi　Yoshio（大石良雄）and　the　other　forty・sixγδη勿

carried　out　their　raid，　in　1702，0n　Kira　Yoshinaka’s吉良義央residence；



●
－
巳
－

　　　4）　The　question　of　whether　theγ伽勿held　a　grudge　against　the　s妨g〃πor　Kira，　who

was　master　of　ceremonies　III　the　s勿g襯’s　palace．　The　meaning　of　loyalty　is　also　considered

here　with　respect　to　the　views　of　Dazai，　Matsumura，　and　Goi　RanshU（五井蘭洲），which　are

comparatively　discussed；and
　　　5）The　ethicality　of　the　forty・six　in　waiting　for　the　bαkufu’s（幕府）sentence　instead　of

taking　the　initiate　to　commit　suicide．

　　　Matsumura’s　criticisms　show　him　to　be　nearly　identical　in　position　to　Goi　RanshU，　a

writer　opposed　to　Dazai．　Although　Matsumura　could　sympathize　with　theγδη勿，　he　upheld

the　absoluteness　of　the　shogun’s　authority　and　thus　opined　that　their　behavior　was　contrary

to　the　laws　of　the　shogunate，　However，　Matsumura　admired　Oishi　and　his　band　for　their

bravery　and　Ioyalty　in　pursuing　the　will　of　their　deceased　rnaster．　He　also　praised　their

prudehce　in　remaining　within　Iegal　bounds　and　condoned　their　reasons　for　enacting　their

long－cherished　ambition．　His　ideas　contrasted　sharply　with　Dazai’s　opinion　that　not　only

did　Oishi　not　fully　comprehend　the　meaning　of　loyalty，　but　he　also　transgressed　the　samural

code．
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